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一　般　質　問

質

質

質

　

平
成
23
年
度
に
※
緊
急

雇
用
創
出
事
業
８
６
９
万

３
０
０
０
円
で
行
わ
れ
た

観
光
資
源
の
調
査
・
情
報

収
集
の
成
果
物
は
、
冊
子
・

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
制

作
さ
れ
た
番
組
を
、
ビ
デ

オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て
、
図

書
館
等
で
の
貸
出
し
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
。

　

終
戦
70
周
年
を
機
に
、

戦
争
体
験
や
戦
時
中
の
暮

ら
し
な
ど
を
募
集
し
て
冊

子
・
書
籍
の
発
行
、
映
像

化
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

こ
の
事
業
で
行
っ
た
調

査
・
情
報
収
集
の
内
容
は
、

一
般
的
な
観
光
情
報
と
し

て
発
信
で
き
る
も
の
は
、

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
的
な
情
報
は
、
内

容
・
表
記
等
の
精
査
が
必

要
で
す
。
文
化
財
は
既
存

の
刊
行
物
、
資
料
等
を
含

め
て
書
籍
化
を
検
討
し
た

い
。

　

本
事
業
は
観
光
資
源
へ

の
活
用
を
目
的
と
し
た
調

査
で
あ
り
、
今
後
設
立
さ

れ
る
仮
称
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
で
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

戦
争
体
験
集
は
、
過
去

に
旧
三
重
町
、旧
緒
方
町
、

旧
千
歳
村
で
作
成
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
時
点
で
過
去

に
作
成
さ
れ
た
も
の
以
上

の
体
験
集
を
作
成
す
る
こ

と
は
困
難
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
重
要
な
こ
と
な

の
で
、
市
報
等
に
よ
り
戦

後
70
周
年
に
合
わ
せ
た
特

集
が
組
め
な
い
か
な
ど
、

検
討
し
た
い
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

は
、
18
本
の
番
組
を
製
作

し
、
延
べ
２
７
３
日
間
放

送
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
制
作
番
組
の
複
製

は
、
音
楽
の
著
作
権
、
複

製
本
数
の
制
限
な
ど
諸
条

件
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
自
主
制
作
番

組
の
複
製
を
視
聴
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
、
図
書

館
で
の
貸
出
し
が
で
き
る

図
書
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

答
市
長

答
総
務
課
長

答
商
工
観
光
課
長

岩戸の柱状節理とななつ星

「里見発見伝」事業での
　　　　成果物を生かせ
～ 無駄にならないよう、活用する。 ～

ジオパーク関連番組を、
　ビデオやＤＶＤで市民に広げよう

～ 検討を進めている ～

神
こ う

志
じ

那
な

文
ふ み

寛
ひ ろ

日本共産党

※「里見発見伝」事業＝主に文化財、加えて食に関するお店の調査・情報収集を観光協会に事業委託しデータベース化。観光ルート開発や観光まちづ
くりにつながる情報発信により、交流人口の増加を図ることを目的に実施。
※緊急雇用創出事業＝国が失業者対策のため創設した事業。自治体が直接雇用する方法と企業等に事業委託して雇用創出する方法とがあり、平成 23年
度に事業活用し、観光協会に委託して観光資源調査事業「里見発見伝」を実施した。

※

書
籍
化
を
行
い
、
事
業
の

目
的
を
達
成
す
べ
き
で
は
。

戦争体験集を作成し、戦争体験を未来へ伝えよう

～ 市報等で戦後 70 周年に合わせた特集を検討する ～
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～ 11 名の議員が市政を問う～

質

質

　

三
重
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
施
設
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　

災
害
時
に
お
け
る
本
市

の
対
応
の
在
り
方
は
。

　

社
会
福
祉
、
地
域
福
祉

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
年
々

増
加
し
、
一
層
の
充
実
が

必
要
で
社
会
福
祉
協
議
会

　

災
害
が
発
生
し
、
ま
た

は
災
害
の
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か

に
災
害
応
急
対
策
が
実
施

で
き
る
よ
う
、
気
象
及
び

災
害
状
況
の
情
報
収
集
・

伝
達
を
行
い
、
県
、
消
防

団
、
警
察
等
の
防
災
関
係

機
関
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
的
確
な
防
災
活
動
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
法
律
・
制

度
改
正
や
県
の
防
災
計
画

の
見
直
し
を
注
視
す
る
と

と
も
に
、
災
害
対
応
を
検

証
し
危
機
管
理
体
制
の
充

実
・
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
※
適
化
法
の
関
係
や
耐

用
年
数
等
の
こ
と
も
あ

り
、
関
係
機
関
と
の
協
議

が
必
要
で
直
ち
に
結
論
を

出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

答
社
会
福
祉
課
長

答
市
長

答
社
会
福
祉
課
長

社会福祉協議会（農村環境改善センター内）

質
　

社
会
福
祉
協
議
会
の
事

務
所
は
三
重
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
を
仮
事
務
所

と
し
て
10
年
を
迎
え
る
。

高
齢
化
が
進
む
本
市
で
は

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し

て
、
重
要
な
福
祉
施
策
、

事
業
を
展
開
す
る
社
会
福

祉
の
拠
点
施
設
建
設
が
必

要
と
考
え
る
が
そ
の
考
え

は
。

社会福祉の拠点施設の計画は

～ 既設の施設を有効利用し対応 ～

宮
み や

 成
な り

 昭
あ き

 義
よ し

市民クラブ

※適化法＝補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律の略。補助金の不正受給や目的外使用を禁じた法律。

災害時における市の対応のありようは

～ 危機管理体制の充実・強化を ～

は
重
要
な
担
い
手
の
一
つ

と
し
て
認
識
し
、
期
待
し

て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
の

拠
点
施
設
の
建
設
は
今
後

も
財
政
状
況
が
厳
し
く
推

移
す
る
本
市
で
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
計
画
し
て
い
ま

せ
ん
。
既
設
の
施
設
を
有

効
利
用
し
、
地
域
住
民
の

不
安
や
相
談
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
と
考
え
ま
す
。




